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生きる力を育む

副校長 小泉 美樹

9月 28日 (木)～ 29日 (金 )に、 5年生の「姫木平移動教室」がありました。参加 した児童は、姫木平で 5年

生の仲間や先生と1泊 2日 を過ごしました。見学や体験学習だけでなく、「自分のことは自分でする」「友達 と協力

して生活する」など、自立・協調・協働等、助け合い学び合 う機会が多 くあつたことと思います。それは移動教室当

日だけでなく、事前学習から始まり、事後の学習にも経験が生かされることと思います。これからの世の中を生きて

いく子どもたちに必要な力「生きる力」を身に付けさせる学びだと思います。移動教室では保護者の皆様に、たくさ

んの御協力をいただきました。感謝申し上げます。

_私は、子 どもたちに「これからの世の中で、自分の人生を生き抜 いてい く力」を

身に付けてほしいと思っています。人は、決 して一人の力だけで生きているとは思い

ません。家族をはじめ、その時々に知 り合った人など、一緒に過 ごしている人々と

関わ り合いながら生きているのではないでしょうか。

時代を生 き抜いてい くために必要なのは、他者に認められて得 られる「自信」だ と

思います。そして常に「な りたい自分」を思い描 くことができていることだと思いま

す。そのためには、「できる自分」「必要 とされている自分」 とい う「より良い自分

のイメージ」をもてることが大事です。自分の価値を自分で認めることができた時に、

できるのだと思います。

「ぼくって こんなことが できたんだ・ 。・」
この言葉は、他校の通常の学級から特別支援学級に転校してきた5年生の子が、学級の体育で、低学年から高学年

までの子どもたち全員で取り組める運動ゲームを発案して授業で発表し、学級全員や先生方に「楽しく運動でき

る !」 と褒められ感謝された子が、思わずといった感じでつぶやいたものです。私は長い間、特別支援学級の担任を

していました。その時の様子が印象的で、よく覚えています。とても嬉しそうに、そして他者を気遣いながら生き生

きと活動 していました。自分のグームをみんなに覚えてほしいと、その良さを相手に合わせて分かるように親切丁寧

に説明する姿に、「この子は周 りのこともよく見えていた。」と、感,こ、したことも思い出されます。通常の学級から

特別支援学級への転入生のほとんどが、自分を他者と比較して自信を失っているという現状があります。そして「な

りたい自分」のイメージを思い描 くことが難 しくなっています。「みんなと違って自分には何もできない。」 と思っ

てしまっているのです。何 としても「できる自分」を実感させて自己肯定感を高め「必要とされている自分」にも気

付かせて自己有用感も高め、自立して意欲的に生活 している自分が大事な存在であることを意識させたいと、当時か

らずっと思い続けています。

自己肯定感や自己有用感は、 自分 という「土台Jを作 るのに必要な心情だ と思います。

それは人 との関わ りの中で培われます。自分が相手に認められた り、相手を認めた りす

る経験が積み重ねられることにより、お互いに生きる力を向上させてい くことができる

のだと考えています。学校での協働学習もその一つです。その活動を通 して、一人ひと

りが自分を自分で認めて「自信」が身に付いてい くのだと思います。

子 どもたちの生活の中では、親子、親戚、友達、先生、安全を見守る人、近所の人、お店の人・・ 。と様々な人々

との関わ りがあると思います。関わ りの中で、相手に不快な思いをさせる言動や行動をしていたのでは、良い関係づ

くりはできません。お互いに認め合 うことのできる関係をつ くるためには、相手の立場 に立って物事を考え、温かい

言葉かけを意識 しながら、思いや りをもって接することが大事です。協力 し合いながらお互いに生き・/9カ を仲ばして

い くためには、良い関係 と環境が必要であると思います。

「自信」は、「これができたから、あれもできるかもしれない。Jと いう意欲 とな り、生 きる力の源 となると考 え

ています。そして、自分の人生を力強 く生きぬいてい くことのできる力とな り「自立」 してい くことができるのだ と

思います。          ・

なりたい自分に気付 くことが
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生活0保健 0給食の目標

葉づかいに気をつけよう。

楽しい学校生活を送ろう (心の健康)。

食を守つて静かに食べよう。

★セーフティ教 室が あります☆

高尾警察の方を講師としてお招きし、セーフティ

教室を行います。詳しくは後日配布のお知らせをご

覧ください。

【ねらい】

0児童の危機管理意識を高め、犯罪に巻き込まれ

ないために自らの身を守る方法を身に付けさせる。

0日 常生活の中ですすんで実践しようとする態度を

養う。

○児童が犯罪等に巻き込まれないために、保護者、

地域、その他関係機関と連携して犯罪防止教育を推

進する。

【日時】

:0月 !3日 (金)9:35～ 12::5

【時程】

2校時 :|、 2、 3年、なのはな学級 !～4年

「連れ去り防止」

3校時 :4、 5、 6年、なのはな学級5、 6年

「万引き防止」

4校時 :高尾警察との情報交換会

(希望の保護者対象:後日配布のお便りをご覧ください。)

【場所】体育館で行う予定です。

【二校交流会について】

今年度は、4年ぶりに再開されることとなりま
した。父母と先生の会からも、会長並びに実行委
の方とともに、一人一役の当日の担当の方々に
ご協力をいただきますこと、誠にありがとうご

ざいます。今後もどうぞよろしくお願いいた しま

日時 :0月 2:日 (土 )

13:30受 付  14:00開 始

長房中学校 体育館
参カロ児童 4年 1組

●演目 和太鼓発表
*4年 :組のみ、当日は各家庭からのお弁当をご
用意いただき、学校で昼食をとってからの出発と
なります。ご用意をお願いいたします。
*交流会の内容や4年生保護の方々の参観等の詳

につきましては、後日、青少年対策委員会から
お知らせを配布いたします。

*同時配布のポスターと案内も、ご覧ください。

【給食費について】10月 のヨ|き落とし日は、10月 10日 です。
□座残高を確認の上必ず振替日前日までに入金をお願いします。

「主な予定」は今後の動向により変更になることがあります。最

報をご確認ください。

全校朝会 イングリッシュウィーク始

ら、さつこ教室 委員会    □

おはなしの会 (な 456)

習(12)イ ングリッシュウィーク終

ら、さつこ教室 クラブ

サンタイム おはなしの会(3)

ぶ、さつこ教室 Q―U(5)

外学習(3)メディアリテラシー教育 (6)

全校朝会 学習発表会練習

会練習 ナガブサンタイム ALT

10月 学校行事 授業時数 給

食

清

掃
1年 | 2` 3年 4年 5年

日 郭民のロ ノヽ工子市市制齢 記念日

月 ○ ○

火 4 4 ○ ○

4 水 牛時間授業 4 4 4 4 ○ /
木 ○ /
金 ○ ○

土 晨房ファーム ξ00

8 日

9 月 A+:-'r@A

火 4 4 ○ ○

水 安全指導 4時間授業 4 4 4 4 4 ○ /
木 ○ /
金 セーフティ教室 ○ ○

土 晨房ファーム 000

日

月 全校朝会 就学時健康診断 4時授業 4 4 4 4 4 4 ○ ○

火 駐難訓練 ら、さっこ教室 クラブ SC 4 4 ○ ○

水 たてわり全校集会 ○ 〇

木 ○ /
金

楽物古L用 防止教Ξ (6)
拾はなしの会 (な 123)

○ ○

土
・ 検 公 rrl二 検 父 流 気 4,
■前 椰 業 給 合 な 1(1,■ 5Aな 1,n45ら ヽ 4 4 4 4 / /

22 日

月 辰替休業日

24 火 4 4 〇 ○

水 牛時間授業 SC 4 4 4 4 4 4 ○ /
木 おはなしの会(5) ○ /
金 ○ ○

土

０
４ 日

30 月 ○ ○

火 %馨競  回 4 ○ ○

水 謁校記念日 4時間授業 4 4 4 4 4 4 ○ /
木 ○ /
金 文化 の 日

4 土
東京都 教育 の 日
日太措 薩ウェス手ィパ ルin基 魏 `八 T子


